
2018年度「自由を生き抜く実践知大賞」ノミネート一覧　実践事例概要

NO 実践主体 実践事例名称 カテゴリ 実践事例概要

1 法学部政治学科、学務部学部事務課・教学企画課・教育支援課
「東京から沖縄へ、沖縄創生のための
課題解決型人材育成プログラム」実施
プロジェクト

教育・研究

本プロジェクトは、内閣府の平成30 年度「地方と東京圏の大学生対流促進事業」に採択された「東京から沖縄へ、沖縄創生のための課題解決型人材
育成プログラム」の実施を担うプロジェクトである。このプログラムは、東京圏と沖縄、沖縄の本島と離島との関係を、法政大学・沖縄大学・名桜大学の
学生とが一緒に、現地でのフィールドワークを通して比較研究し、参加した学生がそれぞれの政策課題を発見し、また、日々の講義を通してその解決
の糸口を掴み、課題の解決に立ち向かうことができる人材を社会に送り出していくことを目標とし、「沖縄に根差した人材を育成し沖縄への人の流れを
つくる」「持続可能な地域社会の構築を実現できる地域課題解決型人材を育成する」「異なる地域（沖縄と東京）で多様な学びを提供する」「首都圏（大
都市圏）出身の学生に地方体験の機会をつくる」ことを掲げ、様々なプログラムを実施していく。具体的には①単位互換長期学生交流プログラム（東
京⇔沖縄），②課題解決型短期フィールドワーク（沖縄・千代田区），③沖縄の魅力発見シンポジウム，④沖縄県内のインターンシップ等を，法政大学・
沖縄大学・名桜大学が地方公共団体（沖縄県，北谷町，千代田区），産業界と連携して実施するものである。これらの多様なプログラムのうち、②課題
解決型短期フィールドワーク（沖縄・千代田区）を具体化するために、今年度、法学部専門科目として「現代政策学特講Ⅰ（千代田区）」「同Ⅱ（沖縄）」
を新規開講した。「Ⅰ」はオータムセッションを活用して秋葉原を中心に4日間の実習授業を行い、58名の学生（沖縄大学：1名、名桜大学：6名を含む）
が参加した。最終日には名桜大学・千代田区の関係者を前に地域の課題解決を目指したプレゼンテーションを行い、高い評価を得た。また、参加学
生のうち希望者は催事販売インターンシップとして、本学の一口坂校舎１階の情報発信コーナー（エイチ・ユーのグッズショップ）で沖縄物産展を開催
し、自ら製作したポスターやPOPを手に、道行く人に沖縄の魅力をアピールするなど積極的に活動した。なお、「Ⅱ」はスプリングセッションを利用して、
那覇市、北谷町を中心に7日間の実習授業を行う予定をしている。また、本プログラムは、今年度は試行として法学部生のみを対象に実施したが、次
年度はSGU構想でも掲げられている「課題解決型フィールドワーク」として全学展開を予定している。

2 法政グローバルデイ実行委員会 法政グローバルデイ
課外活動
（学生）

法政グローバルデイは、学生・教職員の実行委員が企画から運営までを担当する学生運営型の国際系イベントである。催しの内容については、学生
が主体的に考え、独自の視点から創りあげるユニークなプログラムとなっており、2018年度は、将来海外で活躍するための「具体的な一歩を踏み出す
きっかけ」を提供することを目的として実施された。海外に挑戦をしてみたいが、何から始めて良いか分からないという本学学生に対し、①グローバル
経験が豊富なゲストによるパネルディスカッション、②国際協力・国際交流・グローバルビジネスの理解を深めるための学生企画ブース（実践型ワーク
ショップ）、③グローバル教育センターが主催する各種プログラムの紹介等 を行った。
今年度のイベントには、学内外から約530名の来場者があり、本学学生の国際協力・国際交流・グローバルビジネスへの興味喚起、およびグローバル
教育センターが主催する各種プログラムへの参加の動機付けに大きく貢献している。

3 経営学部市場経営学科　西川英彦ゼミナール
法政愛リバーシブルパーカー産学連
携プロジェクト

ゼミナール
（学生）

関東の6大学（青山学院大学、中央大学、日本大学、法政大学、明治大学、立教大学）とZOZOTOWNを運営する(株)ZOZOとアパレル企業各社との産
学連携の企画。体育会運動部員への定性調査を行う中で「スクールカラーが客席を埋め尽くしていると愛校心が奮い立ち、より一層頑張れる」との声
から、『応援時に皆で着用でき、普段着でも着られるリバーシブル仕様のパーカー』というコンセプトを設定し、（株）アーバンリサーチとコラボパーカー
を作成した。3ヶ月間ZOZOTOWN内で発売し、学生自らがSNSを運用してマーケティング活動を行った結果、多くの学生やOBOGにコンセプトを届ける
ことができ、全6大学中1位の売り上げであった。本件は日本経済新聞でも取り上げられ、同紙掲載記事は2017年日経電子版閲覧数ランキング3位と
なる程の注目度であった。

4 人間環境学部人間環境学科　長谷川研究会 日経STOCKリーグへの参加
ゼミナール

（学生）

当ゼミは2,3年生が合同でチームを編成（3～5名）し、日本経済新聞社が主催する日経STOCKリーグに参加している。ゼミが創設された2011年度から
毎年参加し、今年で8回目を迎える。日経STOCKリーグは、参加各チームがそれぞれ投資テーマを設定し、上場企業約3,800社の中から20社を選択し
てポートフォリオ構築する。ポートフォリオ構築に至る過程［①テーマ設定の背景・理由、②企業を選択する評価基準・プロセスの構築、③投資対象企
業約20社に対するヒアリングの結果、④証券投資理論に基づくポートフォリオの構築］を論文にまとめ審査委員会に投稿するものである。当ゼミの研
究テーマである①サステナブル経営のあり方、②SDGs等の非財務要素と企業価値の関係の視点から、日経STOCKリーグを通じて持続可能な社会で
求められる企業像とは何かを追求している。言い換えれば、株式投資をツールとして利用しながら、人間と社会のあり方を学び、それを実践知として
社会に還元することを目的として学んでいる。長谷川ゼミは創設以来7年連続入選を果たし、2013年度：最優秀賞・金融大臣賞、2014年度：審査員特
別賞、2015年度：大学部門敢闘賞を受賞している。2018年度で18回目を迎えた日経ストックリーグの大学部門参加状況と、当ゼミの入賞・入選実績は
下表に示した通りである。日経新聞の調査によれば企業に勤務する人の約6割が日経STOCKリーグを知っていると回答しており、社会的な認知は高
い。

5
学務部、大学院事務部、多摩事務部、小金井事務部、入学センター、学生
センター、キャリアセンター、広報課、グローバル教育センター事務部　他

英語学位プログラム実現プロジェクト 職員の活動

英語学位課程が新設されるにあたり、受け入れにあたって「日本で学ぶこと」「法政大学で学ぶこと」がどういうことなのかをわかりやすく解説し、安心
して留学していただくことができることを伝えるパンフレットを作成した。それとともに、受け入れ関連部局の職員で定期的に会合を持ち、受け入れにあ
たって注意すべき点や検討すべき事項を話し合い、学生も職員も安心して英語学位課程が始められる環境づくりを行った。

6 現代福祉学部 「遠野プログラム」
課外活動
（学生）

現代福祉学部の「遠野プログラム」は、東日本大震災以降今日まで、岩手県遠野市を拠点に続けられている学生の課外活動プログラムである。活動
の内容は被災地の復興の進展とともに変化していき、被災地におけるボランティア活動から人口減少が進む遠野市のまちづくり支援へと変化してきた
が、一貫して、学生が主導し現地の人たちとの交流の中から次の年の活動を考え、継続してきた点に意味がある。2013年度までは現代福祉学部の地
域系の先生が全員で指導されていたが、被災地でのボランティアが一段落した2014年からは学生主導の活動となり、保井先生が主な指導教員となっ
て続いてきた。2015年からは保井ゼミのメンバーが中心となりながら、ゼミや大学を超えて有志を募る形で活動が継続されてきた。
以下、2011年度から今日までの活動を簡単に振り返ってみる。
1. 2011年の震災後から2012年 「復興ボランティア」
2011年3月11日に発生した東日本大震災に対して学内で募金活動を行ったのをはじめとし、被災地に行って仮設住宅や被災した農園での復興ボラン
ティア活動を行った。2012年には復興支援ボランティアは「スタ学」というサークルに引き継がれていった。
2．2013年夏から2014年冬 「域学連携遠野プログラム」
遠野市と現代福祉学部が連携して国の「域学連携交流基盤事業」の認定を受け、その一環として遠野プログラムが展開された。後方支援拠点である
遠野で余暇を過ごし滞在しながら被災沿岸地域へ赴きボランティア活動等の支援活動を通じて、地域づくりや復興の力になるという「地域おこしツーリ
ズム」の構築を目指し、遠野ではHop on Hop offバスや立ち寄り農家の検討やモニター調査、被災地では被災農家での活動や沿岸地域の資源調査
を行った。
3．2014年夏・秋 「well-beingの追求」、「継続的な活動を目指して」
国からの支援はなくなったが、学生主導で「域学連携遠野プログラム」での活動をブラッシュアップする活動を行った。遠野での活動は立ち寄り農家と
一体となって事業化した遠野型Hop on Hop off「遠野くるりん号」のモニターや、民泊先を拠点とした際の自転車で移動可能な観光資源の調査を行
い、被災地では引き続き復興支援ボランティアを行った。また秋には学内のポスターセッションでこれまでの活動を振り返った。

7 経済学部経済学科　山﨑友紀ゼミナール 「わくわくほうせい！」
ゼミナール

（学生）

本ゼミナールでは、ゼミ生が一丸となって、年に数回「わくわくほうせい！」と題したイベントを実施している。自然豊かな多摩キャンパスを丸ごと理科
教材として活用し、子どもたちに虫、土、植物などを観察するような自然散策を体験してもらったり、研究実験棟を活用して科学実験を子どもたちに楽
しみながら体験してもらったりする企画である。法政大学多摩キャンパスに園児、児童などを招く招待型だけでなく、自治体（福生市など）や民間企業
（ベネッセや、JRノノワなど）が主催するイベント・出展会場に、ゼミ生が出向く出張型も実施している。具体的にこれまでに実施した内容として、多摩
キャンパスでは、ウォークラリー（スタンプをポンとポイントで大学生に押してもらう）を通じて、樹々の名前、どんぐり、落ち葉、樹木の肌に隠れた虫の
観察、焼き芋づくり、を行っている。多摩研究実験棟の実験室では、シャボン玉実験や、色の変わるアントシアニン実験、太陽でコピーをしてみよう、な
どの化学実験や土の中の小さな生き物を見つけてみよう、という生物実験などを実施している。出張型のブースでは、葉脈を使ったしおりづくり、お天
気で色の変わるコースターをつくろう、カラフルな人工イクラをつくろう、氷釣り、などの数多くの科学実験を提供している。
（成果）：平成21年度より、招待型の「わくわくほうせい！」は法政大学多摩キャンパスに近隣保育園の園児約30～40名を招いており毎年欠かさず実施
している。さらにその後、福生市より、ふっさ環境フェスティバルへの出展を依頼されるようになり、ステージイベントや、ブースでの理科実験体験の提
供を6年以上継続して行っている（毎年、ブース来訪者は100～200名程度）。福生市からは、環境課よりフェスティバルの実行委員として学生代表が毎
年運営委員の立場として、会議にも参加している。さらに、多摩センターで毎年実施されている、5月のベネッセ科学体験イベントへの出展（参加人数
300名程度）と10月のベネッセ環境まつり（参加人数150名程度）へも参加している。その他、科学未来館でのサイエンスリンクや、JRノノワから依頼の
子供向けイベントへの出展も行い、多摩地区を中心に子どもたちに理科や科学に対する興味を持ってもらうきっかけづくりに貢献している。全ての企
画・運営を学生達の手で行っていることから、学生達のよい社会勉強にもなっている。

8 現代福祉学部福祉コミュニティ学科　佐野竜平ゼミナール
東南アジアにおける障害インクルーシ
ブなコミュニティ開発のためのワーク
ショップ

ゼミナール
（学生）

私たちは実際に東南アジアに出向くようにしています。障害の有無を問わず誰もが暮らしやすいコミュニティ開発には何が必要かを常に主体的に考え
ながら、各ゼミ生が現地で実践的な活動を行うためです。具体的な活動の一つが、ベトナム・フエで実施しているインクルーシブなコミュニケーションの
ためのワークショップです。戦争の爪痕の残る古都フエでは、障害者を交えたコミュニケーションに対する理解が十分ではありません。そこで、佐野ゼ
ミと協力関係にあるフエの若者が集うEnjoyable Englishという団体を通じて、現地の大学生や障害者と一緒に企画チームを毎回編成し、聴覚障害やそ
の他の障害、国籍、言語の違いを乗り越えて、誰もがわかりあえるコミュニケーション手法を持ち寄ったワークショップを実施しています。両国の若者
が一体となってコミュニティに生きる人たちを巻き込む活動を行うことで、違いを乗り越えて新しい何かに取り組む土台ができてきていると手ごたえを感
じています。例えば、ゼミ活動を通じて得た若者同士のつながりで、フエ外国語大学にてベトナム人が日本の福祉現場で働く意義や課題を議論するセ
ミナーも開催しました。同趣旨の活動をフエ医科大学やフエ科学大学等でも実施しました。また、ベトナム手話を学ぶワークショップが定期的に開催さ
れるようになりました。現地大学生が延べ200人以上参加するまでとなり、継続して国際協力活動を行うことの意義を実感しています。

9 スポーツフェスティバル学生実行委員会 スポーツフェスティバル
課外活動
（学生）

多摩キャンパス竣工の1984年から現在に至るまで毎年実施している恒例イベント。多摩キャンパスの広大な体育施設を活かして10種目以上の競技
が実施されている。当日は授業を休講にして実施しており，大学公式のものとしては法政大学唯一にして最大の学生交流イベントである。「新入生の
歓迎」「学生同士・学生と教職員の交流」を目的としており，毎年1000名前後（実参加者数）の学生が参加している。2011年からは学生実行委員が運
営の主体となり，学生独自の視点を取り入れたユニークな企画がイベントを盛り上げている。

10 多摩地域交流センター　「＠団地」、「法政大学カフェ部」
グリーンヒル寺田団地での地域活性化
のための連携活動

課外活動
（学生）

学生団体「＠団地」と「カフェ部」は、多摩キャンパス近くにある団地・グリーンヒル寺田で、イベント開催やカフェ開催（居場所づくり）の活動を続け、地
域コミュニティの形成や住民の活動の活発化に寄与する活動を続けている。グリーンヒル寺田は入居開始から40年近く経つ団地で、近年は住民の高
齢化が進み（高齢化率40%超）、空き室や空き店舗が増え、団地中心の商店街広場も活気がなくなり、住民が交流し語らう場もないことが地域の課題
となっていた。そうした団地で、危機感を持った住民有志やUR都市再生機構、八王子市、法政大学が関わって2014年から活性化の取り組みが始まっ
た。現在までの過程の中で、コミュニティスペースができるといった環境変化があり、住民の動きも変遷してきているが、2団体とも、その段階に応じ
て、学生だからこそ担える活動を考え、互いに連携もしつつ展開してきている。
【＠団地】：活性化の始動期（2014～15年）においては、コミュニティスペースはできておらず、電気もない空き店舗を活用して住民の交流イベントを連
続開催していた。世代を超えて人が集まり、つながりができる楽しさを創出し、地域のあり方を共に考えようと住民に呼びかけ始めた。住民の活性化
グループとも連携して「七夕まつり」などのイベントを運営し、地域の担い手の支え役にもなるとともに、さまざまな立場の住民を仲介し、つなぐポジショ
ンにも立ち始めた。2016年に、UR、八王子市、法政大学の協力体制（連携協定）が整いコミュニティスペースができると、活動を展開する住民がいない
空白を埋めるべく、シャッターを開けてイベント開催を続け、スペースの存在が住民に浸透するよう図った。壁塗りや棚づくりなどのスペースの物理的
整備も、住民を巻き込んだDIY（日曜大工）イベントとして開催し、スペースのネーミング募集も実施して「住民みんなの場所」と認識してもらえるようにし
た。並行して、住民たちの対話の場（ワークショップ）もつくり、将来の団地がどうなってほしいか、コミュニティスペースでどんな活動があったらよいかと
いった未来像を吸い上げ、「活性化」の方向性を住民と共有した。こうした機運づくりから、2017年には住民ボランティアを募っての「住民カフェ」がス
タートし、現在では週4日、カフェが開催されるまでになった。現在、＠団地は、新しい地域活動の担い手の発掘や、若い子育て層の巻き込みを意識し
て、手作り品のマルシェや子ども向けイベントなどの開催に力を入れている。さらに、不定期のイベントだけでなく、毎月定期的にコミュニティスペース
で住民と向き合う活動も開始し、住民との新たな関わりを模索している。
【カフェ部】：2013年、社会学部矢部ゼミの活動としてグリーンヒル寺田で活動を始めた。地域サロンの運営経験がある住民に協力者になってもらい、
サポートを受けて、集会所を会場に月１回ペースでハンドドリップのコーヒーを提供する「カフェ」を開催してきた。長く定期的に継続することで“常連客”
もでき、メンバーが卒業して就職してからも時折活動に顔を出すといった深い関係が住民との間で形成され、後輩たちに受け継がれている。2016年に
コミュニティスペースができると開催場所を集会所から移し、そのスタイルが翌年始まる「住民カフェ」の参考例ともなった。「飲み物提供」という技は
様々な催しと相性がよく、「＠団地」や地域の行事とたびたびコラボレーションし、だれでも、特別な目的や理由がなくてもその場に共にいれられる場を
可能にし、地域のコミュニティ形成に貢献している。

11 情報科学部
ガラス箱オフィスアワーセンター（ＧＢ
Ｃ）

教育・研究

情報科学部では、「授業や勉強方法、簡単な学生生活上の悩みを気軽に相談できる場」を学生に提供するべく、2009年度にガラス箱オフィスアワーセ
ンター（ＧＢＣ）を開設、現在まで継続している。運営は、学生アシスタント（学部生（SA）/院生（TA））・教員・相談員（臨床心理士の資格を持つカウンセ
ラー）の三者が一体となって行っている。
普段は、学生の学習サポートが主な活動であるが、学生アシスタントの提案で、様々な工夫に取り組んでいる。例えば、英語力の向上を図るための学
部独自のイングリッシュコーナーや、学生と教員の距離を縮めるための懇親会などを実施している。2017年度には延べ1,789名が来室。中でも1,2年生
の来室者が全体の7割強を占めており、低学年の学生生活サポートに一役買っていることが伺える。

12 情報科学部　CIS RAT 学生有志による情報環境支援活動 教育・研究

ＣＩＳ ＲＡＴは2001年4月、当時学部2年生の1期生たちが、自分たちの利用する情報教育教室（情報ラボ教室）の利便性やセキュリティの向上を目指し
有志で結成した「情報環境支援チーム」である。情報科学部生／研究科生が教育・研究等に使用するコンピュータシステム環境（サーバ・クライアント・
ネットワーク等）の維持管理、およびこれらの環境を利用する学生のサポートを主な活動内容としている。システム更新の際には仕様検討や設計・構
築にまで携わり、時には教職員や構築業者と肩を並べて打合せに参加することもある。このような事情から、常日頃より先進技術の吸収と技術継承を
重視しており、定例会や勉強会を定期的に行っている。今では「ＲＡＴ無くしては情報科学部の教育研究が成り立たない」と言えるほどの重要な役割を
担っている。また、ＲＡＴメンバーは学業成績優秀な学生が多く、ＲＡＴでの活動が授業で学んだことを実践する場としても機能していることが伺える。

13 生命科学部応用植物科学科 植物医科学センター 教育・研究

植物医科学センターは、植物の病気・虫害・生理障害及び植物育成地の自然環境保全・修復等に関する検査・診断・研究、それらに関する助言・情報
の提供を行う機関として、2014年度に当学科内に創設され、活発に活動を展開している。成果（2014年6月～2018年3月）：この4年間で、研究協定9
件、委託・寄付研究15件の研究診断契約が締結された。また、樹木病害やダニ類の診断同定依頼を中心に、91件の診断依頼があった。技術研修は
12回開催され、のべ450名以上が参加した。また、32回の出前講座・講義を行い、のべ1200名以上の参加者に対して植物医科学の講義・講演を行っ
た。さらに、植物医科学に関わる書籍を３冊出版し、教育や研究の成果を社会に発信した。

14 学生センター小金井学生生活課、小金井事務部総務課 駅伝壮行会＠小金井キャンパス 職員の活動

小金井キャンパス中庭で箱根駅伝（東京箱根間往復大学駅伝競走）に出場する陸上競技部の壮行会として「箱根駅伝小金井キャンパス壮行会」を開
催し、毎年300人近く参加者がするキャンパスの定番企画となってきた。昨年度は、キャンパスがある小金井市の西岡 真一郎市長と、市のイメージ
キャラクターの「こきんちゃん」、「えこぴょん」も応援に駆けつけ、会を盛り上げてくれました。

15 法政大学国際高等学校 国際理解「知の道筋」 教育・研究

国際バカロレア(IB)のコア科目である「TOK(Theory of Knowledge) 知の理論」を、IB学習者以外の生徒も学べるようにわかりやすく読みかえ、「知の道
筋」として授業で実践してきた。具体的には、TOK授業における「知るための方法」「知識の領域」の学習をベースにしつつ、「知とはなにか？」「さまざ
まな知の獲得」「既にある知識を批判的に捉え直し、新たにこの世界を創造し直すための知識とする方法」「現象の奥底に潜む問題の本質を見いだす
方法」として伝えながら、「人はどうやってそれを知ることができるのか？」「手にした知識は真に正しいのか？」「知識を生かすとはどういうことか？」
「表層に浮かぶ疑問の奥底にどんな本質的な問題があるのか？」等々について実例に当たりつつ考えていく。生徒には2000字のエッセイから始まり
4000字、最終的には6000字～8000字の論文を課しており、さらに中間プレゼンテーション、最終プレゼンテーションの場で広く伝えることを求めてい
る。そのほか、IB校でのTOK授業の実践経験がある方との共同授業、また公開授業や情報交換会などを通して、批判的思考力を高める授業の浸透
に努めてきた。生徒の批判的思考力の高まり、長大な論文課題に集中する力の獲得、「表層に浮かぶ、一見関連性のないように見える疑問と疑問と
の間に人類が考えなければならない本質的な問題」を見いだす力等々が確実に生徒に根付きつつある（これらが成果である）。


